
























乳児突然死症候群(SIDS)の病因についてこれまで様々な説が出されてきたが、現在では睡

眠時の無呼吸によるとの説が有力と考えられている。SIDS の病態解明の手がかりとして、

SIDS 同朋例、near miss 例および、SIDS の危険因子を有する例の睡眠中の呼吸動態の検索

が有用と考えられるが、その評価にあたっては正常乳児例によるコントロール群との比較

検討が必要となる。これまで欧米には正常乳児を対象とした睡眠時無呼吸についての研究

がいくつか見られるが、報告により睡眠時無呼吸の頻度にかなりの相違がみられる。また、

本邦でこのような報告はみられないことより、われわれは正常乳児例の睡眠時ポリグラフ

記録により睡眠時呼吸動態の検索をおこなっている。今回われわれが行なっている方法を

中心に、これまで得られた記録について報告する。 


